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（総　評）	 	 この度は誉えある第52回島根県展・写真部門を審査させていただき光栄に存じます。
夜明けと共に太平洋の「和歌山」を発ち、夕刻に日本海沿いの歴史にいろどられた

「島根」の地に到着しました。途中、車窓より「大山」も拝めたし、何といっても宍道
湖の夕映えは感動ものでした。
審査当日、会場へ入るや熱気溢れる多勢のスタッフにまず驚きました。そして皆さ
んそれぞれの持場でテキパキとしているのを見て、「傑作のラッシュが始まる。」と予
感しました。
やはり並ぶ作品はハッと心をつかれる作品が多く、ジャンルもバラエティーに富ん
で時間が経つのが早く感じました。やはり心を打つ写真には審査員の手があがります。
少しの違いで上位に食い込めなかった作品が沢山ありました。
写真の楽しみ方、見方は人それぞれです。
デジタル全盛、そしてスマホの出現により更に写真の意義が語られる時代です。
どんな時代であれ、忘れてはいけないことは、「写真は記録である」ということで
す。
有意義な一日をありがとうございました。
� （文責　照井　四郎／日本写真家協会会員　二科会会員）

知事賞　○移	 昭
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（益田市）

この作品は、一次審査の段階で強烈な印象を受けた一枚です。審査が進むなか、こ
の作品以上に胸をつかれる作品が出てくるかこないか、ずっと目を凝らしていました。
結局、この作品に勝る写真に出会えることがなかったのです。
まずはタイトル通り、画面いっぱいレトロ（昭和）な香が漂っています。画面構成、
色調、仕上げも非のうちどころのない秀作でした。何と言っても知事賞に決定づけら
れたのは、画面左下の野良着姿の女性の存在です。地面に目をやり、うつむく仕草も
この情景にぴったりだと思いました。また、カラープリント全盛の時代にモノクロプ
リントに仕上げたことも新鮮に思えました。
今後益々のご発展をお祈りいたします。おめでとうございます。
� （文責　照井　四朗／日本写真家協会会員　二科会会員）

写真 応募点数� 158点
入賞点数� 7点
入選点数� 142点

招待作品� 47点
展示点数� 196点
○移は移動展出品作品



23写　真
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（松江市）

アメリカで撮られた写真のようで、すでにイメージを作者が持っていて、それを再
現したかのような美しい光景です。
青空に白いすじのような雲、サボテン、オブジェ、作品の描き方や構図が大変素晴
らしいと思います。作品から、楽しんで撮られた様子がうかがえ、メルヘンの世界を
うまく描き出しています。
また、画面に無駄がなく、バランスも良く、見る人を爽快な気分にさせてくれます。
金賞、おめでとうございます。� （文責　三加茂幸子）

銀　賞　○移	 縁
え ん

むすぶ日
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　あや子
こ

（松江市）

全体的に写真の見せ方のうまい作品です。
新郎と新婦の表情描写に秀でていますが、日の丸の旗までが作品を盛り上げていま
す。
これが、心象的にも想いが通じる表現になっております。
これ位のトリミングのできる作者であれば、もう少し下方に物語りがあってもよく、
そうすれば更によい作品になったと思います。
最近のデジタル写真は、写り過ぎるといいます。この作品も全体がシャープであり
ながら、もう少し軟調気味なところがあると更によくなると思います。
このようなモチーフは全国的にも多く見られますが、このような二人を構成して見
せたことは素晴らしいと思います。
作者の思いが作品を通じて伝わってくるよい作品となり、又、印象的な仕上げ技術
もよかったと思います。銀賞の入賞おめでとうございます。
� （文責　川本　貢功）
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（益田市）

アオサギ親子の朝食風景です。お行儀よく順番を待つ、ひな鳥たちの姿を的確にと
らえた作者の技量はすばらしいと思います。まるで、円満な人間世界の家族と同様で
すね。たぶん、作者は、この場所を十分把握し、親子の邪魔をしないように慎重な作
者の姿がこの一枚で読みとれます。
我々も、自然保護の精神を忘れることなく、このような精神をもって撮影にあたり
たいものです。
銀賞受賞おめでとうございます。� （文責　足立　修吉）
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（浜田市）

このたびの入賞作品のうち唯一の組写真です。組写真の基本は、三枚組の場合は、
真ん中に主たるショットを配置します。寒行の風景と思われますが、あまり季節感が
感じとれないのが残念です。モノクロで仕上げた点は、非常に成功しております。欲
を言えば、上と下の写真を入れ替えるとまとまりが一層良くなります。撮影の視点や
仕上げは申し分ありません。もし上の写真の男性がダウンジャケットを脱いで写って
いたら、知事賞の作品と遜色のないレベルの作品となったのではないかと思われます。
入賞おめでとうございます。更に作品づくりに精進され、もう一つ上の賞をねらって
くださるよう期待しています。� （文責　小林　茂雄）
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（出雲市）

祭りの一コマでしょうか。お祖母さんの表情とお孫さんの笑顔が素敵でよい瞬間を
撮影されました。家族の愛ある表情がよく、お孫さん二人とお祖母さんの手をたたく
様子がよく表れています。素敵な一枚です。� （文責　田中　利博）
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（松江市）

この作品を拝見してとっさに思ったことは、「早起きは三文の徳」という言葉です。
風景写真を志ざす者にとってこの原則は、最も大切なことです。私自身もこの精神で
努力しています。特に朝焼けのタイミングは、年間きわめて少ないのが事実です。長
期にわたる観察の苦労が大変良く理解できます。なお今回、一見くじらのような形を
した雲が出現したことは本当にラッキーでしたね。今後ともこの精神で頑張って下さ
い。� （文責　吉﨑　佳慶）

入　選
題　　　　名 氏　　名 備　　考

伝説の船団 福　田　秀　樹（松江市）
大漁 松　岡　治　恵（松江市）
雨の日 田　中　純　子（松江市）
夕暮れの瀬戸 徳　島　義　孝（雲南市）

○移 一撃 木　村　克　己（出雲市） 特選

早朝散歩 森　脇　勇　吉（安来市）
威嚇 木　村　恭　子（出雲市）
秋めいて 田　中　作　夫（出雲市）
茜色に染る 鶴　島　里　子（松江市）
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題　　　　名 氏　　名 備　　考
田樂 福　寄　冨久江（松江市）

○移 初めて見るホーランエンヤ 堀　江　利　加（浜田市）
もののけの森 門　脇　遼　史（安来市） 特選

神事を終えて 卜　蔵　　　透（安来市）
○移 急ぐ 遠　藤　　　勉（安来市） 奨励賞

祈り 福　田　秀　夫（安来市）
風をかんじる 桑　原　達　也（安来市）
光の彼方を見つめる 冨　尾　勝　吾（安来市）
帰港 田　中　博　義（安来市）
小話 白　鹿　　　司（松江市）
快走 福　田　一　壽（安来市）

○移 光景 森　山　典　雄（大田市） 奨励賞

雫 原　　　憲　治（出雲市） 特選

寛ぐ 川　上　政　光（出雲市）
神話の国出雲の空に舞う 庄　司　鈴　子（出雲市）

○移 鮎 原　　　浩　二（松江市） 奨励賞

紅 坂　本　彰　男（出雲市）
移ろう 熱　田　愼　次（雲南市）
想い遥かに 今　岡　広　子（出雲市）
祈り 山　田　恭　敬（出雲市）

○移 炎のごとく 後　藤　孝　司（出雲市） 優秀賞

化粧直し 北　村　正　樹（出雲市）
つるむ声、甘し 竹　内　　　功（出雲市）
「初めての日本海」 押　柄　隆　夫（松江市）
日暮のさんぽ 小　村　泰　久（出雲市）
朝靄の中 渡　邊　克　彦（松江市）

○移 孤舟 岩　谷　順　子（松江市） 特選

○移 蒼い朝 福　島　一　夫（出雲市） 特選

二人の宅急便 藤　井　千　富（出雲市）
○移 盆地の初雪 奥　野　　　隆（美郷町）
色んな想いの瞬間 米　澤　行　雄（松江市） 特選

○移 祭の日 内　藤　章　江（松江市） 優秀賞

○移 想い出 庄　司　成　雄（松江市） 特選

おつかれさま 品　川　辰　朗（飯南町）
逃げるが勝ち‼ 周　藤　茂　男（出雲市）
激闘 高　梨　文　博（隠岐の島町） 特選

○移 ふるさと 木　下　時　雄（隠岐の島町） 特選

○移 絆 池　田　幸　枝（安来市） 奨励賞

疲労困憊 岸　　　光　夫（出雲市）
花火 竹　下　　　朗（出雲市）
鎮魂 細　田　恵　子（出雲市）
晴間 山　本　珪　子（飯南町）
天使の羽 奈良井　　　謙（松江市）
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題　　　　名 氏　　名 備　　考
森神 岡　村　健　司（出雲市）

○移 誕生 飯　塚　康　子（松江市） 奨励賞

みんなの力で 林　　　　　勇（松江市）
宍道湖の詩 武　田　　　清（雲南市） 特選

神事 樋　野　輝　𠮷（出雲市）
ローカル線の旅 石　倉　貞　昭（松江市） 特選

秋色 小　谷　千代子（松江市）
君は影の上で 佐　藤　伸　二（出雲市） 特選

出雲の神々 平　塚　健　藏（松江市）
○移 春が来た 奥　村　　　茂（隠岐の島町） 奨励賞

晩方のひかり 石　倉　太　介（出雲市）
帰り道 安　田　朝　行（松江市）
春銀河 三　島　しげみ（出雲市）

○移 小夜の祠 金　﨑　　　操（出雲市） 奨励賞

静かなる湖畔 勝　部　美智夫（出雲市）
神域 宮　﨑　文　恵（松江市）
漁 品　川　清　一（出雲市）
書道部 高　井　正　幸（松江市）
祭りの日 須　谷　厚　子（出雲市）

○移 輝る櫂 橘　　　重　孝（大田市）
白鷺 島　本　睦　男（松江市）
夜景 岸　本　正　信（松江市）
未知への扉 米　田　直　之（安来市）
静寂の時 伊　藤　　　朗（出雲市）
落陽 坂　本　憲　三（松江市）
敬拝 森　本　忠　男（松江市）
鼕 田　村　啓　子（松江市）

○移 巫女 太　田　　　勤（松江市） 奨励賞

射手 糸　原　輝　幸（奥出雲町）
赤焼 内　田　定　廣（奥出雲町）
まつりの日 若　月　康　男（奥出雲町）
村祭り 糸　原　詩　郎（奥出雲町）
春光 和　泉　一　朗（奥出雲町）
厳冬の峰 荒　木　義　人（奥出雲町）
樹景 松　崎　敏　江（奥出雲町）
小春日和 楫ヶ瀬　　　進（奥出雲町）
鍛錬 東　條　直　樹（奥出雲町） 特選

ねえ、まだ？ 真　綿　隆　行（奥出雲町）
休息 真　綿　夕　貴（奥出雲町）
いざ、行け 石　原　加弥子（奥出雲町）
炎の情景 星　野　純　子（松江市） 特選

○移 ファミリー　 高　橋　幸　夫（松江市） 特選

湖畔 赤　坂　俊　一（安来市）
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題　　　　名 氏　　名 備　　考
光のファンタジー 西　上　一　義（松江市）
勇姿 荒　木　総一郎（鳥取県）
弁慶の草履番 秋　重　　　学（松江市）
family 岩　崎　　　順（松江市）
滞留空間 秦　　　憲　良（松江市）
野焼き 管　　　敏　朗（出雲市）
情景 伊　藤　以都子（松江市）

○移 笑み 焼　杉　正　明（江津市） 奨励賞

名城の佇まい 渡　辺　悦　男（松江市）
野の白百合 高　木　久　夫（松江市）
川物語 原　　　勇　次（松江市）
暮　　色 伊　東　久　男（松江市）
静寂 阿　郷　昌　彦（奥出雲町） 特選

雨あがり 福　間　美代子（雲南市） 特選

舞う 下　川　隆　直（松江市）
茜色につつまれて 勝　部　幹　雄（松江市）
漁夫 松　浦　弘　道（松江市）
渓のひととき 佐々木　和　男（奥出雲町）
意気を合わせて 林　　　　　悟（出雲市）
海神楽 正　木　哲　雄（松江市） 特選

トワイライト 伊　藤　　　紹（松江市）
わらべ唄 藤　原　博　文（松江市）
絵日傘 曽　田　直　秀（松江市）

○移 「カメ」に襲われた鯉 上　原　　　徹（松江市） 優秀賞

大鴨脚樹 藤　原　政　子（雲南市）
祈り 金　田　範　由（松江市）
神懸りの雨上がり… 花　谷　　　勉（安来市）
ダイヤモンド出雲富士 迫　　　光　徳（松江市）

○移 棚田守の親娘 佐　倉　光　久（浜田市）
京の街 岡　　　寛　志（出雲市）

○移 みなみ 坂　根　昭　一（大田市）
My Tree run 和　田　　　慎（松江市）
夜明け前 北　脇　　　学（出雲市）
花暦 北　脇　　　歩（出雲市）

○移 陽輝 島　川　鐵　雄（益田市）
終焉 森　脇　久　雄（松江市）

○移 棚田の秋 三　浦　秋　男（益田市）
○移 火渡り 三　宅　　　亮（益田市） 奨励賞

どっちだ？ 吉　田　　　徹（隠岐の島町） 特選

馬入れ神事 田　中　　　修（隠岐の島町） 特選

爽 牧　原　　　正（飯南町）
変わりゆく街 長　島　　　聡（松江市）

○移 視線 岩　田　　　毅（大田市）
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題　　　　名 氏　　名 備　　考
裏口 長　沢　史　郎（松江市）
輝やけしもの 若　槻　明　郎（松江市）
よりそう… 石　川　　　功（鳥取県）
艶 宮　廻　親　基（松江市）

招　待
題　　　　名 氏　　名 備　　考

祭りへ 金　築　　　哲（出雲市）
○移 静　寂 尾　崎　美　智（浜田市）
○移 船神事 尾　﨑　　　剛（浜田市）
○移 戯　れ 藤　原　靜　雄（雲南市）
○移 山里 入　江　啓　介（大田市）
鯉 出　川　正　廣（松江市）
ガーデンにて 黒　川　恵美子（松江市）
北帰行 川　本　貢　功（松江市）
馬入れ神事 若　葉　信　幸（隠岐の島町）

○移 ターン 中　島　　　哲（松江市）
晩秋 松　浦　潤　一（松江市）
オスプレイ 春　日　通　男（出雲市）
シャーラ船（精霊船） 岡　田　文　夫（隠岐の島町）

○移 気合で漕ぐ 根　宜　康　広（大田市）
みなと祭りの日 高　橋　　　馨（松江市）
道化士 菅　野　　　紘（松江市）
祭り船 青　戸　　　繁（松江市）

○移 月の沙漠 小　林　茂　雄（江津市）
○移 春浅し 寺　澤　富美恵（益田市）
○移 出初式（放水） 竹　本　晴　男（浜田市）
○移 Transport 井　上　健　治（浜田市）
○移 翔 吉　﨑　佳　慶（益田市）
残　照 佐々木　　　聡（出雲市）
挑戦 古　浦　恵　悦（松江市）
青空 西　澤　由　英（奥出雲町）
満天の架け橋 渡　部　久　由（奥出雲町）
薦僧 田　中　利　博（奥出雲町）
黄昏 藤　原　美枝子（奥出雲町）
憩う 山　下　壮　一（出雲市）

○移 砂漠の朝 品　川　　　功（大田市）
○移 小鷺さん 江　川　安　夫（浜田市）
○移 生 松　谷　敏　秀（浜田市）
山村の獅子舞 大　下　浩　昭（松江市）
母と子の記憶 高　野　孝　治（松江市）
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題　　　　名 氏　　名 備　　考
国鳥が啼く 足　立　修　吉（松江市）
みんなでお散歩 酒　井　重　礼（松江市）
崑崙遠望 枡　田　一　男（松江市）
競輪 渡　辺　正　史（松江市）
まちのメロディー 太　田　淳　子（松江市）
歓喜 石　飛　桂　子（出雲市）
虹 藤　江　松　男（出雲市）

○移 朝漁 川　上　泰　正（出雲市）
○移 街角 三加茂　幸　子（出雲市）
黄昏時 田　村　唯　男（松江市）
冬近し 石　飛　　　孝（安来市）
隠岐海峡夕景 前　田　　　健（隠岐の島町）
散歩 宮　廻　　　功（松江市）


